






要約 

妊娠末期の母体へのビタミンKの投与が新生児VK欠乏症の予防に有効であるか否かを検討

する目的で,母体に VK を経口投与して,母体血(分娩時),臍帯血,生後 5生日の乳児血,母乳

について VK および PIVKA-Ⅱの測定を行った。 

その結果,生後早期のVK欠乏状態の予防に,母体(妊娠末期)へのVK1の投与は生後早期の児

へ経口投与を行った従来の成績よりもさらに有効であることが示唆された。また新生児に

おいて,VK欠乏状態の評価には,血中のVK1値よりもPIVKA一Ⅱの方がより適当であること

が結論された。 


